
中津市の５つの基本施策

　中津市では、乳幼児教育の充実を図るため、５つの基本施策を重点的に実施していきます。

　中津市では、「遊び」を大切にした生活や体験を通して、お互いの良さを認め合い、たくましく
生きる力を育む乳幼児教育を推進します。その方向性や具体的な内容を、「中津市乳幼児教育振興
プログラム」で示しています。本ダイジェスト版にてさらに広く理解していただき、子どもたち
の健やかな成長に役立てていくことができれば幸いです。 

要観察 要観察 要観察

充実した
乳幼児教育の提供
・保育・教育環境の
充実
・各団体による連携
体制の充実

保育士・教諭の
専門性の向上

・研修の支援
・合同研修会の実施

家庭や地域社会との
協働

・子育て支援の拠点と
なる保育園や幼稚園
の役割
・育児相談や子育て
サークル等の活性化

保幼小接続の
取り組み

・接続期の子ども理解
・カリキュラムの相互
理解

・連携、交流

支援が必要な
子どもへの
取り組み充実

・早期支援体制の推進
・関係機関と連携した
支援体制の充実

支援が必要な子どもの早期発見・早期支援体制

　中津市では、関係機関と関係課（「子育て支援課」「地域医療対策課」「社会福祉課」「学校教育課」等）
が連携し、支援体制の連携・強化を図ります。

一人ひとりの発達に応じて、必要な支援が生涯にわたって
継続しておこなわれ、本人の「自立」と「社会参加」に向
けて役立つ資料になることを願い作成されています。
＊ホームページからも詳しく見ることができます。
　（「中津市　あすなろ相談支援」より）

相談支援ファイル（あすなろ）

市役所

社会福祉課窓口で以下
の申請が可能
・療育手帳
・精神保健福祉手帳
・児童通所サービス
（児童発達支援等）
・障害福祉サービス
・身体障害者手帳
・自立支援医療　等

・森の家（井上小児科）
・幼児精密・巡回相談

要精密

・つくし園 等

※健診未受診者については、 
電話や訪問、保育所に子
どもの状況を確認する。

要医療

１歳６か月児健診受診

・保健師が電話・訪問
にて確認
・保育所、認定こども
園に電話・訪園にて
確認

要観察

・森の家（井上小児科）
・幼児精密・巡回相談

要精密

・つくし園 等

要医療

３歳６か月児健診

・保健師が電話・訪問
にて確認
・保育所、認定こども
園に電話・訪園にて
確認

要観察

・つくし園

要医療

学校教育課

学校教育課

就学相談

５歳児発達相談会

・保健師が電話・訪問
にて確認
・保育所に電話・訪園
にて確認
・幼児精密にて経過確
認

要観察
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５歳児発達相談会で支援
が必要な子どもについて
は、学校教育課に伝え、
就学後の支援につなげる。

★巡回支援事業
専門員が保育所等の子どもや
その親が集まる施設・場を巡
回し、早期発見・早期対応の
ための助言等支援を行う

言葉の遅れなど指摘が
あった場合、児童相談
所へ相談や市役所での
手続きを紹介　　  ※２

※１
※１

※２

申請手続きの案内

療育手帳の交付

進達

交付

※２

保育所・認定こども園・
幼稚園

園で支援が必要な子ど
もがいれば、情報提供
してもらい、診察時に
伝える。　　　　  ※１

・児童に係る相談
・療育手帳の判定

児童相談所

サービスの利用計画作成
や児童に関する相談を受
付

児童発達支援事業所等

相談支援事業所

手帳の判定や交付を行う
・精神保健福祉手帳
・身体障害者手帳　等
・自立支援医療

大分県

中津市乳幼児教育振興プログラム 

～天は人の上に人をつくらず
　　　　　　　　　　人の下に人をつくらずといへり～

平成30年３月

中津市・中津市教育委員会 

あそびのすすめ
ダイジェスト版



やる気・げん気・自分の夢に向かう中津っ子

豊かで力強い「根っこ」のエネルギーで

「やる気・げん気・自分の夢に向かう中津っ子」を育もう！

　人間を一本の木に例えると、乳幼児期は生きていく上で重要な基礎となる「根」の部分になり
ます。芽が出て、しっかりとした太い幹となり、それぞれの花や実をつけるたくましい木となる
ように、「根」である乳幼児期を大切に育てることが重要です。
　中津市では、子どもにとって大切な力を育み、「やる気・げん気・自分の夢に向かう中津っ子」

をめざした乳幼児教育を推進します。

　幼児期に特徴的な発達として「非認知的能力」があります。「非認知的能力」とは、目標に向かっ
て頑張る力、人と関わる力、感情をコントロールする力等です。一方、言語や算数に関すること
等の学校の教科に直接関わる力を「認知的能力」と言います。これらは、子どもの育ちや学びの
土台となり、互いに影響し合いながら成長していきます。

非認知的能力

コミュニケーション
自制心　協同性
社会性　自尊心
やりぬく力  等

認知的能力

各教科で必要な知識や技能
言語に関するもの
算数に関するもの
科学的思考
論理的思考  等

遊　び　の　重　要　性

　遊びには、成長や心身の発達にとって、重要な体験がたくさん含まれています。
　遊びを通して味わう楽しさや困難さは、自分で向かっていこうとするやる気を生みます。そして、
「遊び」を通して人と関わることは、心や体が充実し、その後の将来において、自分の道を切り拓
いていく確かな力となっていくのです。

水族館に入る時
チケットがあったよ。

水族館で
働く人を描く

チケットを
作る

友だちに知らせ
チケットを配る

ジャングルジムの
上から見て楽しむ

友だちも来て
描きはじめる

共感

楽しさ 夢中

試行錯誤

遊びの連続性から育まれる力

コミュニケーション

喜び 満足 達成感
生き物の知識

経験を生かす

土の特徴

たこやイカ、
他の魚も描く

地面に
魚の絵を描く

水族館に
お客さんを呼ぼうよ。

みんな来てくれる
かなぁ。

えさをあげる人が
いるよね。

いっぱいいるね。
水族館みたい。

楽しそう。一緒に
描こう。いいよ。

楽しいなぁ。
（非認知） すごいね！

喜んでくれる
かなぁ。

ここの土は絵が
描けるぞ。

海にはどんな生きものが
いたかな？（認知）

先生と一緒に上から
見たらよく見えるよ。

遊びを支える
環境づくりが大切です。
　子どもたちが、遊びに没頭し充実感
を味わうことができるように、一人ひ
とりの思いや願いを理解し、人・もの・
空間・時間・自然という環境が整えら
れています。

日々の遊びの中で
ぐんぐん育っています。
　砂場遊びやお店屋さんごっこ、忍者
ごっこ等、様々な遊びの中で、自分ら
しさを十分に発揮し、友達と関わりな
がらお互いに認め合う気持ちを育てて
いきます。

＊上図：青→非認知的能力　　緑：認知的能力

各教科・各領域

接続期

表現

言葉

環境

健康

人間関係

アプローチカリキュラム スタートカリキュラム

乳幼児期 児　童　期

主体的な遊びを中心とした生活を
通して、環境を通して総合的に行
われるカリキュラム

【健康な心と体】
【自立心】
【協同性】
【道徳性・規範意識の芽生え】
【社会生活との関わり】

【思考力の芽生え】
【自然との関わり・生命尊重】
【数量・図形、文字等への関心・感覚】
【言葉による伝え合い】
【豊かな感性と表現】

10
の
姿

【健康な心と体】
【自立心】
【協同性】
【道徳性・規範意識の芽生え】
【社会生活との関わり】

【思考力の芽生え】
【自然との関わり・生命尊重】
【数量・図形、文字等への関心・感覚】
【言葉による伝え合い】
【豊かな感性と表現】

10
の
姿

知識及び技能の基礎

思考力、判断力、表現力
等の基礎

学びに向かう力、
人間性等

＊「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を念頭に置いて、環境
構成をしたり、援助を行ったり
する。

＊「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を共有し指導に生かす。

生活科を中心に、国語、音楽、図
工等、内容を組み合わせ学校生活
に適応していけるように編成した
カリキュラム

接続期のイメージ 乳幼児期の遊びを通して身につけたことが、小学校以降の
教育活動につながっていきます。

　　保護者をつなぐ
★保護者と保護者
★保護者と関係機関
★保護者と教育機関
＊子どもに関わる各機関が、保護者とともに相互に
関わりながら子ども理解を深めていきます。

　　関係機関とつなぐ
★特別な支援が必要な子どもに対して早期支援
＊専門的な支援体制の充実を図ります。

　　カリキュラムをつなぐ
★主体的な遊び・学びの環境を工夫
★保幼小それぞれの子どもの実態を把握
★子どもの実態から育てたい姿を共有
＊小学校区での情報交換・研修を深め、子どもの育ちを踏
まえたカリキュラムを作成していきます。
＊自分らしさを発揮し、成長への意欲を高められるような
カリキュラムの作成について研究や実践を進めます。

　　教師と教師をつなぐ
★中津市保幼小連携協議会
★参観日での相互参観
★要録等引き継ぎ時の情報交換
＊子どもの姿について情報交換し、理解
を深めています。
　特に就学前は、継続した支援が行われ
るように、丁寧な引き継ぎを行ってい
ます。

　　子どもと
　　子どもをつなぐ
★各園の保育交流
★各園や学校の行事参加（運動会・避難訓練等）
★１年生の授業見学
★生活科の授業の中で、一緒に活動
　（学校案内・秋祭り・おもちゃ作り等）
＊各園・各学校内での子ども同士の関わりの中
で成長します。
＊入学に向けて、安心感や期待感を高めます。 つ

な
ぐ

　遊びや生活の中でたくましく育った子どもたちが、小学校以降も一人ひとりの力を発揮してい
くことができるように、支援や指導をつないでいくことが重要です。


